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（150） 印度學佛教學研究第 60巻 第 2 号　平成 24 年 3 月
P吻雁ρアα吻α に引用されるMadhyantavibhaga第1章第3偈の解釈
ア ヴ ァ ロ ー キ タヴラ タ の 解釈 をめ ぐっ て
新　作　慶　明
1． は じめ に　 Madhyantavibhagaharikd（以下 r中辺論頌』）第 1章第 3 偈 は，瑜
伽行派 に おい て もっ と も重要 な偈 の 一 つ で ある． しか しなが ら ， そ の 『中辺論頌』
1−3 は 当 該偈 に 対す る ヴ ァ ス バ ン ドゥ 作 の 注釈 MadhydntavibhdgabhdSya似 下 『中
辺論釈』）が 簡素 な こ と もあ っ て 難解 で あ り， 明確 な解釈 は 得 ら れ て い な い よ うに
思 わ れ る ． 本稿 で は ， バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ作の P吻 鱆ρm ゆ α （搬 若灯論』）に 引用
され る 『中辺 論 頌』1−3 をア ヴ ァ ロ ー キ タ ヴ ラ タ作 の 注釈 P吻 擁ρ雌 ゆ 確 緬 （『般
若灯論広注D と ともに読み解 き， 当該偈の 解釈に つ い て 『中辺論釈』 と 『般若灯
論広注』 とを比 較考察す る． また ， 両者 の 『中辺論頌 』1−3解釈 が ， 『中辺論頌』
の 文脈 ヒ妥当で あ るか につ い て 検証す る こ と も考察 の 範囲 とす る ．
2 ． 問題 の 所在一 『中辺論釈』にお ける 『中辺論頌』1−3解釈一 　　まず ，
は じめ に 『中辺 論釈』 にお ける 『中辺 論頌』 1−3 解釈 を見 て み よ う．
　 『中辺 論釈』 （太字は 『中辺 論頌」）
　 対境 ・有情 ・我 ・表識の 顕現 と して 識は 生 じる．そ れ （識）の 対象は存在 しない ．そ れ
　 （対象 ＝所取）が 存在 しない の で ， それ （識 ＝能取）も存在 しない ． （1−3）
　 そ の 中で ，対境の 顕現 と して とは ， ［識 は コ色 などの もの と して 顕現 する ．有情の 顕 現 と
　 して とは， ［識 は］自 ・他 の 相続 に お い て 五根 として （顕現 する ）．我の 顕現 として とは，
　 匚識は ］汚れ た マ ナ ス （と して 顕現 す る の ）で あ る．我 に関 す る迷妄 俄 癡 ）な どと結
　 び つ い て い る の で ある か ら．表識の 顕現 として とは ，［識 は］六 識 （と して 顕 現 す るの ）
　 で あ る．そ れ （識 ）の 対象 は存在 しな い とは ， 対境 ・有情の 顕現 に は形象が存在 しない
　 の で ， また我 ・表識 の 顕 現 は誤 っ た顕現 で あ る の で ．そ れ （対象 ＝所取）が存在 しない
　 の で ， そ れ （識　 ＝ ＝ 能取）も存在 しない とは ， その 所取 ， ［す な わちコ色な ど （六 境）・五 根 ・
　 マ ナ ス ・六 識 とい わ れ る もの の 四種 ， そ れ ， 匚すなわ ち］所取で あ る対象が存在 しな い の
　で ，それ ［す なわち］能取で ある識 も存在 しない 1）．
　上 の 『中辺 論釈』 には 難解 な箇所 が二 つ あ る ． そ の 二 つ とは ， （1）識の 「対象」
が 存在 し ない 理 由の うち の ， 「対 境 ・有 情 の 顕 現 に は 形 象が 存 在 し な い の で
（antikaratvtit ）」 と説か れ る 箇所 と ， （II）所取が対境 （六境）・有情 （五 根）・我 （マ ナ
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ス ）・表識 （六識） と能取が 識 と解 釈 さ れ る箇 所
2） とで あ る ． 本稿 で は ， （II） の
問題 につ い て 「中辺 論釈』 と 「般若灯論広注』 とを比 較考察するの で あるが ， ひ
とまず 『中辺論釈』 に説かれ る所取 ・能取解釈 を確認 してお こ う．
（1）対境 （六境 ）・有情 （五 根）・我 （マ ナ ス ）・表識 （六識） として 識 は顕現 す る ． 「そ
　　れ （識） の 対 象は 存在 しない 」 の 「対象」 （所取 ）は ， 対境 ・有 情 ・我 ・表識
　　 な る対象 と解釈 されて い る ．
（2）そ の 対境 ・有情 ・我 ・表 識 なる 対 象 （所取） を把握 す る もの （能取）が 識 と
　　解釈 され て い る ．
3 ． 『般若灯論広注』に お ける 『中辺論頌』1−3解釈　　搬 若灯論 広注』で
は
， 第 XXV 章 に お け る瑜伽行派 の 前 主張 に 『中辺 論頌 』 1−3が 引 用 さ れ る ．
　『般若灯論広 注』 （太字は 『中辺 論頌』， 下線 は 丁般若灯論』）
　あ る い は また もし ， 対境 ・有情 ・［我］3＞・表識の 顕現 と して 識は生 じる．そ れ （識）の
対象 （外界の 対境 ＝所取）は 存在 しない ．それ （外界の 対境 ＝所取）が 存在 しない の で ，
そ れ （能取） も存在 しない と，こ の よ うに ［『中辺分別論』 の 中に ］出 て い るの で ， 対 象
は存在 しない の で ，因相 （
＊
nimitta ） と して 把捉 され る もの が 成 立 しない と ［瑜 伽 行派
の 人た ちが ］考 えて も， その 意味 は説明 されが た い と ［バ
ーヴ ィ ヴ ェ ーカ が い っ て い る
の ］ は，ある い は また も し，瑜 伽 行派の 人 た ちが 『中辺 分 別論」 の 中 に ， 「対境 とい わ
れ る五 nj　4）・有情 とい われ る 五 根 ・我 とい わ れ る汚 れ た マ ナス ・表識 とい われ る六 つ の
現 行識の 顕現 として識 は ，［すなわ ち］他 ならぬ ア ーラ ヤ識は ， そ れ ら （対境 ・有情 ・我 ・
表識 ）の 形象 と して 生 じる こ とに尽 きる の で あ っ て ，それ （識）の 対象 ， ［すな わ ち］
外界の 対境 （
＊
v 醜 ya） は存在 しな い ． そ れ， ［す なわ ち］対 境が 存在 しない の で ，そ れ
を把捉す る もの （能取） も存在 しな い の で ，所取 ・能取 の 二 つ は存在 しない が ， 虚妄分
別 は存在する と成 立 して い る」 と ， こ の ように ［「巾辺 分別 論』 の 中に］ 出て い る の で ，
外界の 対象は存在 しない の で ， 依他起性 は 因相 と して 把握 され な い の で ，観察 され な い
こ とが成立す る と ， ［以 一ヒの よ うに瑜伽行派の 入た ちが］考え て も
…5）
　 『中辺論頌 』 1−3 の 「対 境 ・有情 ・我 ・表識 の 顕 現 と して 識 は 生 じる」 （1−3abc）
に 関 して は ， 「中辺 論釈』 で は 対境 ・有 情 ・我 ・表識 の 顕現 として 生 じる 識 は ，
注釈 されず に単 に識 と しか解釈 されて い なか っ た が ， 『般 若灯論広注』 で は ， そ
の 識が ア ー ラヤ 識 と注釈 され て い る 。 次 に ， 「それ （識） の 対象 は存在 し な い ．
そ れ （対象 ＝所取 ）が 存在 しない の で ， そ れ （能取） も存在 しな い （ndsti 　cdSyfirthas
tadabhEvEt 　tad 　apy 　asat ）」（1−3cd）の 解釈 に つ い て 見 て い こ う． 「そ れ の （asya ）」は ， 『中
辺論釈』 で も 「般若灯 論広 注』 で も注釈 され て い な い が， と もに対境 ・有情 ・我 ・
表識 と して 顕現す る 識 と解釈 され て お り，両者 に 差 異 は見 られ ない ． しか し ， 「対
象 （artha ）」 に 関 して は ， 『中辺論釈』 で は対境 （六境）・有情 （五 根）・我 （マ ナス ）・
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表識 （六 識 ） な る対 象 と解 釈 さ れ て い る が ， 『般 若灯 論 広 注 』 で は外 界 の 対境
（
＊
visaya ） と注釈 され ， 両者 に お い て 異 な る解釈 が な され て い る． こ こ で ， 『般 若
灯論広注』 にお ける所取 （・能取）が 具 体的 に何 を指すの か を考察す る と ， 議 論
され て い る の が 十 八 界で あ る こ と， 瑜伽 行派の 前主張 に続 く中観派の 後主 張 に は ，
対境 ・有情 と我 ・表識 が 所取 ・能取 に相 当 す る もの と して 説か れ て い る
6） こ と
か ら ， こ こ で も所取 と して の 「外界の 対境」が ， 単に六 境の み な らず ， 五 根 も含
む もの と して 説か れ て い る こ とに なる ． つ ま り， 「般若灯論広注』 で は対境 ・有情 ・
我 ・表識 の うち， 対境 ・有情 が所取 と我 ・表識 が 能取 と解釈 され て い る の で ある ．
以上 見 て きた 『般 若灯論広 注』にお ける 『中辺論頌』1−3 解釈 として 特徴的なの は ，
次の 点 で ある．
（1
’
）対 境 ・有情 ・我 ・表識 と して 識 （ア ー ラ ヤ 識 ） は 顕 現 す る ． 「そ れ （識）の 対
象 は存在 しない 」の 「対象」 （所取）は ， 外界 の 対境 と注釈 され て い る．
（2’）そ の 「外界の 対境 」 （所取）は対境 ・有情 と ， そ の 所取 を把握す る もの （能取）
は我 ・表識 と解釈 され て い る ．
4 ． 『中辺論釈』お よ び 『般若灯論広注』 に説かれる 『中辺論頌』1−3解
釈 の 妥当性 　　以 上 見 て きた r中辺論釈』 と 『般若灯 論広注』 にお け る 『中辺
論頌』エー3 解釈の 差異 を表 に示 して お こ う．
対境 ・有情 ・我 ・表識
と して 顕現す る 「識」
所取 能取
「中辺 論釈』 識 対境 ・有情 ・我 ・表識 識
搬 若灯論広注』 ア ー ラヤ識 対境 ・有情 我 ・表識
　 こ こ まで 『中辺論釈』 と 「般 若灯 論広注』 に お け る 『中辺 論頌』 1−3 の 解釈 を
見て きたが ， 最後 に そ れ らの 解釈が 『中辺 論頌 』 の 文脈 h妥 当で ある か を検証 し
て み よう。 「巾辺論頌』 1−3 と文脈上関係す る 1−1abと 1−4abを以 下 に あ げて お こ う．
　『中辺 論頌』
虚妄分 別 は存 在す る．そ こ （虚 妄分別）にお い て 二 つ （所取 ・能取） は存在 しない ．…
（亘一lab）
それゆ え ， そ れ （識）が虚妄分別 で ある こ とが 成 立 した．… （1−4ab）
　1−4ab で 識が 虚 妄分別 に等 しい こ とが説 か れ て お り， 1−1abで 所取 ・能取 は虚妄
分別 ＝ 識の うえに誤 っ て 構想さ れ る もの とい うこ とが 説 か れて い る ．
　『中辺 論釈 』で は ， 対境 ・有情 ・我 ・表識 と して 識 は顕現 す る ， その 識が 能取
で ある と解釈 され て い る． しか し， そ の よ うに 解釈 され る な らば， 虚 妄分別 に 等
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し き識 が 能取 で あ る とい うこ と に な る の で ， 且 ab との 整合性 は とれ ない こ と に
な る， ．一方 ， 丁般若灯論広注』 で は ， 対境 ・有情 ・我 ・表識 と して 識 （ア
ーラ ヤ 識）
は顕現 する と解釈 さ れ て い る が ， そ の 識 （ア
ー ラ ヤ 識）は 能取 と は解 釈 され て い
ない ． 文脈上 ， 所取 は対境 ・有情 と能取 は我 ・表識 と解釈 され て い る ． す る と， 「般
若灯論広 注』 にお ける所取 ・能取 は ， 虚妄分別 ＝ 識 の うえに誤 っ て構想 され る も
の とい うこ と にな る の で ， i−1abとの 整合性 が とれ るの で ある ．
　こ の よ うに ， 『中 辺論頌』 だ けで 文脈 を整理 す る場 合 ， 『般若灯論広注』 に お け
る 『中辺論頌』 1−3 解釈 は， 「中辺 論頌』の 文脈上 素 直な解釈 で あ る とい えるか も
しれ ない ．
1）MAVBh 　l＆21−19．4．　　 2）結城令聞 ［1986］『世 親唯識の 研究』下 （大蔵出版）149．5−
16Ll7な ど の 多 くの 研究で 言及 されて い る よ うに， 『中辺 論釈』で は対境 ・有情が所取
と我 ・表識が 能取 と注釈 されて い ない が ，ス テ ィ ラ マ テ ィ作 の 複注で は ， 対境
・有情 を
所取 と我 ・表識 を 能取 とす る解釈 が 説か れ て い る （MAVT 　18．15−18．21）． しか し また，
対境 ・有情 ・我 ・表識 を所取 とその 所取 に対峙す る識 を 「認 識者」 （v 願 tρ とする 解釈
も説か れ て い る （MAvT 　20．1−20．3）．　　 3）PPT に は 「我」 （bdag） に 相 当す る 語 を
欠 く．　　 4 ）MAVBh で は六境で あ る。　　 5）PPT （D）za 　287bl−5；PPT （P）za　341a5−
341b1．　　　 6 ）PPT （D ）za 　287b5−6；PPT （P）za 　341b2−3．
〈略号＞ MAVBh 　MadhyantavibhdgabhfiSya．　ed ．　G ．　Nagao，　Tokyo，1964．　 MAVT 漁 4加動 ごα v ∫−
bhagatika．　ed ．　S．　Yamaguchi，　Nagoya ， 1934，　repr ．　Tokyo，1966．　 PPT　P 厂砂瀬ρrα伽 ψ 緬 ．　D ：
No ．3859；P ：No5259 ．
（平成 23 年度科学研究費補助金 に よる研 究成果の 一・部）
〈キ ーワ ー ド＞　Madhyantavibhaga ，　 P吻 海砂 rαψρα， ア ヴ ァ 1コ ーキ タ ヴラ タ
　　　　　　　　　　　　　 （東京大学大学院， 日本学術振 興会特別研究員 （DC1 ））
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